山水苑問題に関する論点の整理

＊会社名、個人名などの固有名詞が誤っているかもしれません。
＜住環境の維持に対しての地域住民のたゆまない努力＞

山水苑地区はもともと住民が高い意識の下に開発者である林興産と共に良好な環境を守ってきました。住民の多くは、麻生別荘という高級別荘の存在と豊かな緑のある住環境を評価して不動産を求めた人が大部分です。

住環境を守るために建築基準法上の通称：山水苑条例（建物の高さ制限や用途制限）と合わせて、良好な環境を守るための「風と光と杜との語らいの街「山水苑」団地規約」というのがあり、この規約によりこれまで住民は木の一本も伐採せずに住環境を守ってきました。この住環境に対しての住民意識の高さがこの地区に暮らしている住民の誇りです。

今回の開発計画に対して、山水苑地区住民の大多数は不安を覚えています。
＜企業の社会的責任について＞

今回のケースは林興産の関連の（有）桜住デザインが競売の土地を落札し、豊かな緑地をなくし、分譲地にしようという事です。また、敷地内にあった歴史的建造物である麻生別荘もとり壊し（もしくは移築）の予定です。このことにより、これまで保たれてきた山水苑地区の住環境は低下してしまうと住民は感じています。
法的には建築基準法上の通称：山水苑条例がありますが、これは木の伐採や麻生別荘の取り扱いには触れていません。しかしながら、住民がこれまで守ってきた地域のルール＝団地規約というものがあり、住民相互の暗黙の了解の下に守られてきました。　これが、山水苑地区の地域ルールであり、どのような企業といえども従うべきです。企業が果たすべき社会的な責任です。今回の開発計画に資金を提供している金融機関も同様の責任を負っています。

それでは、今回の開発計画を進める企業および金融機関が果たすべき「社会的責任」とは何でしょうか？それは、山水苑地区で以前から守られてきた地域のルールを尊重すると共に、地域住民に充分な説明を果たし、大多数の同意を得るという作業を自らが主体的に行う事です。

住民に対して土地を買い上げろとか、自治体への交渉をしてくれなどという条件を出すのは、まさに社会的責任の放棄にすぎませんし、住民はこのような申し出を相手にする必要はありません。　なぜならば、開発当初からの経緯を熟知している開発企業は、すべて承知の上で競売物件を落札したからです。
しかしながら、現状は１１月２７日に住民に対しての説明会を行い、わずか２週間で取り壊しに入るという極めて乱暴な進め方であり、住民は到底、容認できません。また、１２月９日に示された開発予定図も受入れがたい内容となっています。
そのことを受けて、住民グループは１２月１２日に「山水苑内旧麻生別荘に関する要望書」を提出しましたが、その返事もなく、１２月１３日には電話にて「明日から取り壊しを始めます」という一方的な通告があり、１２月１４日には取り壊しの作業が開始されている次第です。

このような強引な進め方に対して、反発する住民も多く、訴訟などの法的手段の検討が始まっています。
これまで木の一本も伐採せずに地域の住環境を守ってきた地域住民としては、もともとの開発者である林興産および関連する桜住デザインそして資金を提供している金融機関に、山水園地区の良好な環境を共に守っていくという地域のルールを尊重し、「企業の社会的責任」を果たす事を要求してまいります。
＜旧麻生別荘の取り扱いについて＞

開発予定の敷地内にある旧麻生別荘は、別府の別荘文化を代表する歴史的建築物であり、別府市民の財産であると考えます。　今回の開発計画では、充分な議論も無しに取り壊しを決めてしまっています。　この点でも開発業者および関連する金融機関は社会的責任を果たしていないと思っていますし、本物件の取り扱いに関しても住民、自治体を含めての広い議論が求められると思います。

